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｢見立細工と浜脇薬師祭り｣

入江秀利(別府市文化財保護審議会委員)

浜脇村の環境

江戸時代初期の村落は『横灘人畜御改帳(元和

八年：1622)』 によると､ 別府村､ 石垣村､ 浜脇

村､ 小野小平村(枝郷)の４ヶ村であった｡

横灘
よこなだ

は別府村の堀助之丞を総庄屋とする手
て

永
なが

で､ 男女401人・74世帯(農家以外５世帯)の別府

村が最も大きく､ 次の浜脇村は296人・63世帯

であった｡ 因みに同 ｢人畜御改帳｣ によると､

農家の世帯主は､ 庄屋・親百姓・小百姓で､ 家

族には親・女房・男子・女子がおり､ 名子・下

人・下女を使用する世帯もあった｡ 浜脇村では

農家以外に一向宗寺１・水主２・鍛冶２・鉢開

１世帯があった｡

※石垣村 293人 小野小平村 33人

浜脇延享古絵図

延享三年(1746) 朝見川々口に中州があり､ 崇福寺・

長覚寺､ 住吉神社､ 朝見神社御旅所(松原浜)が見える｡

177年後､ 横灘が嶋原藩松平氏の御預所になっ

た寛政十一年(1799)の村明細帳をみると､

浜脇村 庄屋荒金八郎右衛門倅 組頭十人

崇福寺 松音寺 長覚寺 法花寺

汐湯二所

別府村 庄屋高倉策左衛門 組頭十二人

萬松寺極楽庵 西法寺(一向) 海門寺

出湯十八所 砂湯 滝湯 石風呂

とあり､ 村別の人口は書きいれてないが､ 組頭

の数から推して人口や世帯数が増加している｡

浜脇村の汐湯は排水口が海につながっている

ため大潮の時は海水が逆流して､ 半時足らずの

あいだ湯坪を沈めたが､ 潮が引くと入浴はでき

た｡

別府村の出湯は殆ど流川沿いで､ 同村南部か

ら浜脇村にかけて散在していた｡

文久二年(1862)の 『流川下繁昌ニ付…』 の絵

図に ｢…大造家作り本通浜迄両側共に町ニ相成

候…｣ とある｡ 別府村には屋号のある旅
はた

籠
ご

が軒

を連ねるようになった｡ 一方､ 浜脇村は湯薬師

佛への信仰が盛んで､ 東・西湯と薬師湯・砂湯

を囲む民家の中には､ 賄い抜きで宿泊させる木
き

賃
ちん

宿
やど

を営む者も多くなった｡ 農閑期には多くの

農民が入湯に押し寄せた｡ 近郷からは漁船に乗

り会い､ 夜は港に結
も

やって宿泊する ｢湯治船｣

も現れた｡

慶応四年(1868)､ 御預所が熊本藩になると､

別府・浜脇・田野口３ヶ村が代官役所に出した

『御伺書』 に､ 江戸時代末に別府・浜脇村が繁

昌したありさまを伺うことができる｡

３ヶ村には ｢…さいわい温泉これあり､ 殊に

海浜船着の便もよろしく候て､ 春秋自他の入湯

夥だしく一年中積もり立て候えばおよそ拾万人

に及び候程の群集にて…｣ と入湯客が年間10万

人にも及ぶ程であった｡

住民達は ｢…その蔭を持って渡世仕来たり､

小商､ 走り使いの者も湯治人あてにて渡世仕候｣

煮売屋(総菜屋)や居酒屋などの小商
こあきな

いで生計を

立てるものもあった｡ 入湯客の客寄せのために､

朝見八幡の旅所の松原浜では ｢…例年歌舞伎芝

居・見世物・角力など興業｣ も催したと書かれ

ている｡

嘉永三年(1850)の 『当用心得』 には隣村から､

｢…芝居賑わいの場所へ遊女体の者入り込み…｣

と風紀の紊乱
びんらん

を訴えられるなど､ 湯治場は享楽

の地となっていった｡

薬師祭の素地ができていた｡

― 1― ����



浜脇の祭

浜脇は祭りの盛んな村で､ 八月の下旬には八

幡朝見神社・秋葉神社(浜脇)､ 住吉神社､ 薬師

如来の祭が目白押しに催されていた｡

秋葉神社は､ 明治四十五年 (1912) に日豊線

の開通で参道が遮断されたので上ノ町に遷宮さ

れ､ 大字浜脇一帯に神輿の神幸が始まった｡

住吉神社は､ 浜脇(向浜)の漁民と楠浜の廻船

業者の共催で､ 神輿を舁くのは漁民､ 先導する

ホウアンエは楠浜の住民から出して､ 浜脇漁港

から楠港までの沖を飾り船に鉦や太鼓を打ち鳴

らして賑やかな海上渡御が行われた｡ 海上渡御

については天保十年の記録がある｡

浜脇の３大祭のかたちはそれぞれ時代の変遷

と共に変化したが､ 薬師祭も時代に即した方法

を取り入れて守り続けられてきた｡

薬師祭は浜脇温泉の湯薬師如来の祭である｡

湯薬師如来座像は､ お薬師様と親しまれて､

現在は浜脇温泉広場の一隅の小社に鎮座してい

る｡

薬師如来座像は檜材の座高17cmの一木造で

ある｡ 破損が著しいが小像のわりに力強い肉付

けや衣文は鋭い彫り口を示し､ 平安前期彫刻の

なごりが見られる｡

※『湯あみ』 (平成十一年刊) 大分県立博物館

聖徳太子の父用明天皇が病気平癒のためにこ

の地を訪れたという伝承がある｡

薬師佛は豊国法師の

作と伝えられ､ 人々

を病から救うことを

本願とする現世利益

の佛であり､ 温泉の

効能と結び付いて盛

んに信仰された｡ 浜

脇温泉の守護佛とし

て古くから祀られて

きたものである｡

浜脇の薬師如来座像についての縁起は伝えら

れてないが､ 浜脇温泉は古くは ｢吐
と

呂
ろ

の湯｣ と

称され別府温泉の中で最も古い温泉とされてい

る｡ 巷間薬師祭の起源を安和年間(968～70) と

伝えられるが､ 或いは仏像が安置された年代か

も知れない｡

本尊佛は､ 現在八月下旬に３日間薬師祭の際

に開帳されている｡

湯薬師佛祭祀堂

明治十四年 (1881) に描かれた ｢豊後州速見

郡濱湧温泉場賑之図｣ に薬師堂の宝形造の屋根

が見える｡

明治二十九年 (1896) の浜脇絵図に､ 東の湯

(弦月泉)・西の湯(清華泉)の西に､ 薬師町に面

してかなり大屋の薬師堂が描かれている｡

昭和初期､ 浜脇の区画整理のため､ 別大国道

(10号線)東側(現在浜脇公園)にあった霊砂泉横

に湯薬師佛の堂宇が建立されたが､ ルース台風

で霊砂泉ともども倒壊し､ その後崇福寺に合祀

され祭に際して出開帳していた｡

昭和四十四年 (1969) に仮堂が造られたが､

平成三年 (1991)､ 浜脇の区画整理後に現在の

位置に瀟洒
しょうしゃ

な薬師堂が建立された｡

湯薬師の祭

浜脇湯薬師に関する最も古い文書記録は､ 寛

政八年四月(1796)の ｢浜脇・田野口 両村湯薬

師佛極書
きめがき

｣ である｡ これは､ 湯薬師佛の法要と

薬師堂の維持に関する取極である｡ かつて類焼

した小堂を､ 寛政八年に村中一同相談の上､ 新

薬師堂を建立したとある｡

濱脇・田野口 両村湯薬師佛極書

一往古ヨリ當両村へ湯薬師佛コレ有リ候処類焼

ニテ小堂もコレ無キ様成行候ニ付､ 此度村中
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一同相談ノ上薬師堂建立致シ候事

一毎年四月八日､ 崇福寺ヨリ薬師佛法養として

大般若転読仕リ候事

一右御祭入用料として､ 崇福寺ノ上ニ少々ノ畑

地古来ヨリノ引付を以て､ 庄屋八郎兵衛方ヨ

リ崇福寺エ寄附致置候間､ 末々�も怠リ無ク
大般若御勤可被成候事､ 尤モ品々ノ参物は崇

福寺エ至リ申ス可ク候､ 其余平日ノ参物 (供

え物) は薬師堂修復料ニ相備エ置ク可ク申候

事

一右御祭ノ節町中ヨリ白米五合宛差上､ 四月八

日御出家衆相伴仕リ､ 御祭賑々敷相勤可申候

尤モ崇福寺ヨリ毎年右佛供米調ニ相廻り可申

候間､ 志コレ有リ候者は白米五合ツツ差出シ

参詣致可候事

一末々ニ至候テ参物計ニテ修復相届申不候ハハ

町中相寄相談ノ上修復取繕申可事

一後年ノ為此書付五通相認メ崇福寺・両村庄屋・

町百姓惣代ノ者方壱通宛預り置申候事

右ノ通､ 此度相極候所相違コレ無ク候ニ付､ 崇

福寺・両村庄屋・組頭・町中惣代一同印形い

たし置候処如件

寛政八年辰四月

浜脇村

崇福寺 印

浜脇村庄屋

八郎兵衛 印

以下略

前掲の ｢両村湯薬師佛極書｣ によれば､ 湯薬

師の法要は四月八日にご開帳して､ 崇福寺の僧

侶をはじめ出家衆を招き､ 大般若経を転読して

賑やかに催されたとある｡ 村人が村中あげて祭

礼を行ったとの記録はない｡ 湯薬師は鎮座して

幾星霜､ 温泉の恩恵を受け､ 薬師如来の霊験あ

らたかなご利益にあやかる庶民の厚い信仰心に

支えられたのであろう｡ 同じく亀川野田の長泉

寺の薬師如来座像も平安前期作の檜一木造りで

あり､ 温泉に対する同じ信仰心に支えられたも

のであろう｡

※古文書は友永家に保管されていて薬師堂に寄

進された｡ 堂内に掲示していたが紛失して今

はない｡

竹細工とつくりもの

浜脇地区の後背地の鳥越・赤松・枝郷・内成

などには竹林が多く竹工芸に適した孟宗竹が竹

材として切り出されていた｡ 内成は府内領であっ

たが､ 牛や馬の背をかり鳥越峠を越えて持ち込

まれた｡ 浜脇・田野口・朝見・別府の村々では

豊富な竹材に恵まれて､ 竹細工の手内職が営ま

れていた｡

竹製品は主とし

て大小の笊
ざる

や�器
(しょうけ)など日

常生活に用いる竹

籠類であった｡ 江

戸時代の後期にな

り､ 商品として販売されるようになると､ 農業

の傍ら本格的に竹細工を家内工業とする副業も

起こった｡

｢天保絵図｣ には､ 浜脇温泉土産として竹簾
たけすだれ

なども紹介されている｡

江戸時代の後期､ 庶民の旅もある程度自由に

なり､ 特に湯治は農民の労働力の再生産､ 健康

の維持などで大目に見られて入湯客も増えた｡

農閑期には温泉場が賑わうようになり､ 前にも

述べたように､ 浜脇村では持ち家の部屋に客を

泊める木賃宿を営む者も増えた｡

浜脇温泉では入湯客が持ち帰る手みやげに竹

製品が重宝されたので､ 家の間口に商品の竹籠

を積み上げて売る町屋も多くなった｡

薬師如来の開帳法要が営まれる縁日の前後は､

善男善女の参詣人が集うと､ 町屋では湯薬師へ

の供養として､ 様々な竹籠を巧みに組みあげ花

鳥風月を見立てて飾るようになった｡ また､ 入

湯客も竹籠の ｢つくりもの(見立細工)｣ の見物

を期待するようになり､ 作る方も趣向を凝らし
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て拵らえ､ 出来栄えを競うようになった｡

郷土史家の堀藤吉郎氏は､ 竹製品を素材とす

る ｢つくりもの｣ は薬師祭に際して浜脇村の住

民により創造されたものである､ と云われてい

た｡ 因みに竹細工は､ 江戸末から別府の伝統工

芸として今日まで引き継がれている｡

籠細工から見立細工へ

浜脇村は江戸時代末から明治時代にかけて入

湯客が増加して木賃宿も食事道具などを貸し出

すようになり､ それが旅籠に替わると宿泊設備

も完備されてきた｡

明治四年､ 楠港が整備されて瀬戸内海航路が

開けると､ 大阪で盛んであった見立細工の ｢つ

くりもの｣ 文化が伝わってきた｡

旅籠になって什器や食器など見立細工の材料

が揃ってくると､ 浜脇温泉でも ｢つくりもの｣

が可能になり､ 竹籠の ｢つくりもの｣ から見立

細工が主体を占めるようになった｡

明治中期になると交通の便もよくなり､ 鉄道

が開通して停車場ができると浜脇の温泉場が繁

昌し､ 風流見立細工は薬師祭の呼び物になった｡

商店や仕舞屋にも見立細工を飾る協賛者も増え

て賑やかな祭になった｡

風流見立細工(つくりもの)

風流見立細工とは､ 趣向をこらした人工的で､

とりわけて華美な様子をそなえた ｢つくりもの｣

のことである｡

見立細工は､ 身のまわりにある陶磁器や塗り

物一式など同じ材質の器物､ 化粧道具など同じ

ジャンルに属する器物､ 荒物屋などそれぞれの

商店で扱う商売物を材料にして､ 品物本来の形

を改変することなく巧みに組み上げて風景､ 花

鳥風月､ 器物､ 風俗､ 判じ物に見立て､ 華美に

或いは簡素に､ 滑稽､ 諧謔
かいぎゃく

､ 風刺など機知に富

んだ ｢つくりもの｣ である｡

鷹は､ 銭屋(両替商)道

具一式の見立細工で､ 小

銭､ 四文銭､ 當百､ 額銀､

と小判一朱､ 銭屋の前だ

れで作られている｡

判じ物は､ 一種の謎か

けの ｢つくりもの｣ で､

琴と三味線を無造作に並

べて展示する物もあった｡

心は､ ｢琴三味線｣ で

｢今年しゃ見せん｣ と解

く｡ つまり､ 今年の見立

細工は休むという判じ物である｡

和楽器の御所車
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明治のおわりから大正にかけて風流見立細工

が盛んになり出来栄えを競うようになると､ 大

阪の見立細工を参考にするようになり､ 安政期

に発行された和本 『造物趣向種』 などを購入し

て工夫するようになった (外山健一氏談)｡ 風流

見立細工の図絵は外山氏蔵書の 『造物趣向種』

弐編下より転載した｡ 絵図中の〇には部位と材

料とが書かれている｡ 残念ながらこの造物趣向

の図を手本にする ｢つくりもの｣ は材料が稀少

化したため実現が難しくなった｡

最近では素材は自由になったが､ 見立細工の

志向は引き継がれている｡ かつては､ 見立細工

の背景や点景に自慢の屏風や骨董品を飾る家も

あった｡

『造物趣向種』 弐編下 ｢飾具足｣

薬師祭の経過

かつて､ 薬師祭は浜脇地区の魚町､ 入江町､

薬師町､ 新町が主会場で見立細工もこの五地域

で催されて､ 毎年黒山の見物客が押し寄せた｡

昭和十年から十五年頃が最盛期で､ 通りに面

した部屋を開け放して､ 旅館は風流見立細工､

遊郭は歌舞伎人形､ 商店は商品棚や陳列の一部

を利用して細工を展示した｡ この頃薬師祭は

｢人形祭｣ ともいわれた｡ 祭は灯ともす頃から

賑やかになり､ 裏通りの仕舞屋も路地に面した

部屋に見立細工を展示したので､ 浜脇独特の複

雑な路地裏にも人が溢れ､ 路に迷って右往左往

するのも祭の一興であった｡

戦中も薬師祭には通りに面した一隅にささや

かな細工物が見られたが､ 戦後の復興とともに

薬師祭も復旧して見立細工に盆踊や舞台演芸な

どが加わり盛況を取り戻した｡

昭和二十六年十月

十四日のルース台風

で霊砂泉と共に薬師

堂も復旧不能の被害

にあい､ 新町､ 魚町､

入江町も高潮の被害

を受けた｡ なお､ 倒

壊した薬師堂の一部

が､ 北的ヶ浜の金剛

頂寺の本堂に再建さ

れている｡ 薬師如来座像は難をのがれて崇福寺

に合祀された｡

その後､ 売春防止法により遊郭の灯が消え､

旅館は老朽化に加えて入湯客も著しく減少し､

見立細工は一時衰退の傾向にあった｡

薬師祭は出開帳の形で従前通り続けられてい

たが､ 南部地区再開発後､ 見立細工が軒並みに

展示されていた町並みの様相は一変した｡

平成三年三月､ 地区住民の熱望により温泉広

場の一隅に薬師堂が建立された｡

開発後浜脇地区は､ 温都ピア浜脇の温泉広場

を中心として開発が進み商店街も蘇り繁華が戻っ

てきた｡

薬師祭は地区住民の努力で見立細工を飾る家

も次第に増え､ 地区やコミュニティーで協力し

て ｢つくりもの｣ を展示する場所も用意されて

急速に復活した｡ 祭礼行事にも艶やかな花魁道

中やお化け屋敷､ 子供太鼓も加わり､ 時代に即

した祭へと発展した｡
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薬師祭の意義

浜脇薬師祭は地域住民にとって欠かせない伝

統的な祭礼である｡ 地域住民は浜脇温泉の恵沢

に感謝し､ 霊験あらたかな薬師如来を平安時代

から厚く信仰してきた｡

現在､ 薬師祭は八月末の３日間､ 薬師堂でご

開帳が行われ､ 温泉広場を中心に開帳法要に始

まり､ 見立細工・盆踊り・舞台演芸・花魁道中・

お化け屋敷・子供太鼓の演奏で内容も盛り上げ

られている｡

薬師祭の主要行事の風流見立細工は､ 地場産

業の竹細工と温泉場の繁栄が深く結び付いて起

り発展したものである｡ 見立細工を含む薬師祭

礼は浜脇地区個別の民俗行事として次世代に継

承すべきものである｡

現在の浜脇薬師祭(平成二十四年度)

平成二十四年の ｢浜脇薬師祭り｣ は八月二十

四日(金)・二十五日(土)・二十六日(日)の３日

間開催された｡

１日目 薬師如来法要

富くじ販売

浜脇子供太鼓

薬師お接待

開会式 もちまき・富くじ抽選会

２日目 ユニークダンスシアター

大沢あすかショー

花魁道中

３日目 はまゆうフォークダンス

薬師音頭大会

見立細工の出展は30件におよんだ｡

市長賞は ｢祭りにガンダムが来たぜ｣ の金物

一式見立で､ 議長賞は ｢平清盛｣ であった｡

｢祭りにガンダムが来たぜ｣ ｢平清盛｣

花魁道中

｢浜脇音頭｣ の歌詞

浜脇音頭大会
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｢別府浜脇の薬師祭りと

県内に伝わる見立て細工｣

小玉洋美(別府市文化財保護審議会委員)

現在､ 大分県内で行われている祭礼行事に伴

う見世物としての ｢見立て細工｣ には､ 次の４

件が知られている｡� 別府市浜脇薬師祭りの見立て細工� 大分市長浜神社秋祭りの見立て細工� 国東市安岐町小川商店街の見立て細工� 玖珠町塚脇地蔵講の見立て細工

上記の他に大分市萩原の天満社､ 日岡の�松
神社､ 三佐の野坂神社､ 松岡の御手洗神社など

の祭礼に際して毎年作り替えられる人形山車の

人形を ｢見立て細工｣ と呼んでいる｡ 日田市の

祇園祭りの飾り山車の人形も毎年作り替えられ

るが､ これは見立て細工とは呼ばない｡

大分市の神社の祭礼に参加する人形山車の人

形は､ 三佐の人形師が毎年作っており､ 題材も

ＮＨＫのテレビ劇をテーマにしたものが多いが､

作風は歌舞伎役者を模している｡ これは元来の

見立て人形 (生き人形) が､ 歌舞伎の名場面を

題材にしていたことに起因しているからである｡

後述するが､ 旧大分市の西新町天満社､ 春日

神社､ 住吉神社などの祭礼に作られた見立て細

工は ｢生き人形｣ が主流であったが､ 昭和戦前

期 (戦争中) に消滅してしまった｡

これら､ 現行の見立て細工に関する資料と調

査から､ 県内の見立て細工の系統にふたつの流

れがあることに気付いた｡ すなわち � 別府市
浜脇と � 玖珠町塚脇の起源は異なっており､� 大分市長浜と � 国東市安岐の行事は戦後

になって � の別府市浜脇の見立て細工から学
び類似性を継承している点である｡ しかし､ �
の安岐町の見立て細工は､ 国東町鶴川で催され

ていた見立て細工にヒントを得ていた点も見逃

せない｡ (12頁参照)

�別府市浜脇薬師祭りの見立て細工
標題の薬師祭りと見立て細工については､ 入

江秀利氏が別項で詳述しているので､ 私は入手

した大正七年(1918)九月三日の大分新聞と昭和

四年(1929)八月三十一日の豊州新報の記事を紹

介することから始めよう｡(一部を書き改めて､

句読点を付した)

大正七年(1918)九月三日付の大分新聞には

｢秋浅く�せん都と 夜祭り－見立細工に夜は深うして｣
という見出しで次の記事が載っている｡

(前略) 見立細工にはなかなか振
ふる

ったもの

が少なくない｡ 森百支店の呉
ご

服太物類
ふくふとものるい

の売品

で美々しく大仕懸
おおじかけ

で意匠した ｢宝船｣ と検番

前の瓜生田乾物店の ｢佐賀騒動怪猫退治の場｣

で､ 小森伴左衛門の衣裳を混
こん

布
ぶ

と海
の

苔
り

とでつ

くり､ 怪猫を天草
てんぐさ

で､ 神殿をマッチ箱と鑵詰
かんづめ

で作り上げた所はまことに巧
たくみ

だ｡ (中略) 判

じ物では日本軍の向う所敵なしだの､ 塩二皿

と蛙を配して､ 女郎買いの朝がえりシホシホ

かえるなど小さくとも気のきいた見立て物が

限りなく目をひいていた｡ 出し物では大
おお

袈
げ

裟
さ

な点に於いて泉�の ｢狐忠信｣､ 東楼の ｢恋

女房重之井子別れの場｣ (中略)､ 『ナンボ金

目をかけて飾った人形の出し物より店の商品

や有合せの什器で巧に軽く､ そして新しく意

匠された見立て物の方が小さくても気がきい

てまさア』 とは雪崩のような人混の中で誰か

の言ったところである｡ 折柄の天気に､ 薬師

祭りの浜脇は十二時過ぎまで押すな押すなの

大混雑を呈し夜をこめて賑った (後略)

昭和四年 (1929) 八月三十一日の豊州新報

の見出しは ｢別府名物の浜脇薬師祭り｣ とあ

り､ 本文は次のとおりである｡

別府名物の浜脇薬師祭は三十､ 三十一の両

日に執行されるので各町各区共一週間前から

見立細工や町内の装飾に秘術を尽していたが､
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三十日の朝から一斉に蓋明けをした｡ いずれ

も目の覚むるような出来栄えで､ すこぶる人

気を呼んでいる｡ 名物薬師祭りはいつ頃から

始ったものか､ 其起源は詳
つまびら

かでないが浜脇の

東西温泉に祭られてあった薬師如来の御祭り

から始まったもので (中略) この三ヶ月の湯

が浜脇東西温泉となり､ また昨年の浴場大改

築で､ 浜脇温泉と改称された (中略) 各地の

病者が集って入浴し､ その都度薬師様に礼拝

して病気平愈を祈ったものであった｡ ところ

が不思議にも病気が全治し､ 足や腰の立たな

い病人も帰る時には杖を薬師様に納めて平気

で帰る｡ (中略) 病者の納めた杖が御堂一杯

に積んであった｡ (中略) 僧侶を招いて法会

を営み､ その際に杖や病人の納めて帰った品

を陳列してお祭りを行ったのが､ その後見立

細工となり､ 今から六十年前 (注１) は旧七

月二十日には町民が集って薬師祭りの協議を

して､ 二十一日から見立細工に取りかかり､

(中略) 町内一軒残さず見立細工をして廻り

旧七月二十六､ 七日を祭日と定め､ この見立

細工で町内を賑わせた｡ (中略) 見立細工を

見に来る人が何千という多数で､ 二日間の薬

師祭りは人の市であった｡ 以来見立祭りはし

ばしば改良され､ 文化の進歩に伴なって今日

の様な人形も出来 (注２)､ また､ 電気を応

用した種々の設備が出来､ 浜脇薬師祭をして

数万の人出がある別府温泉場の催しでは唯一

の名物とされたものらしいと

注１ 記事が掲載された昭和四年から60年前なので､

明治二年頃か｡

注２ この人形は､ 大分市の天神祭で作った生人形

を買い求めて店頭に飾ったという｡

上記のような薬師祭りの賑いと見立て細工の

隆盛をもたらしたのは､ 明治五年 (1872) に浜

脇温泉が県費によって改修され､ 同七年､ 同十

二年にも県費による改築が行われたことや､ 明

治二十六年海岸に霊潮泉が開設されたことによ

る｡ この年には町制を敷いたが､ 同三十九年に

別府町と合併して別府町となった｡ この間に､

明治三十三年には別府・大分間に電車が開通､

同四十四年には浜脇停車場が開業した｡ また同

年末に海岸の埋め立て工事が始っている｡ 大正

四年 (1915) 大分県立工業徒弟学校と改称し､

大分市に移転した別府工業徒弟学校が浜脇に開

設されたのは､ 明治三十五年で､ 竹製品の改良・

工芸品化が進んだのも浜脇薬師祭りの繁栄に貢

献した｡ 昭和三年 (1928) には浜脇高等温泉が

完成し､ 別府市制５周年を記念し中外産業博覧

会が開催されたが､ 浜脇海岸の埋立地が第２会

場となっている｡ 戦時中や戦後の台風被害で一

時中断した時期があったが､ 昭和四十九年に見

立て細工の展示が復活し､ 現在に至っている｡�大分市長浜神社秋祭りの見立て細工
大分市塩九升

しょくじょう

町の長浜神社の秋祭りに際して

催される見立て細工は､ 昭和三十二年(1957)に

浜脇の見立て細工を模倣して始められたもので､

商店街65軒の半数が参加して始められたという｡

コンクール形式をとり､ 市長賞や商工会議所会

頭賞などが与えられていたが､ 中心市街地の復

興が進むと廃止されたようである｡�国東市安岐町小こ川がわ商店街の見立て細工
国東市安岐町小川商店街の見立て細工も浜脇

薬師祭りの見立て細工にヒントを得たと思われ

るが､ 当時催されていた国東町鶴川の見立て細

工の影響も無視できないようである｡

因みに平成二十年(2008)七月二十九日の大分

合同新聞朝刊を紹介すると､

(前略) 見立て細工は同商店街で戦後間もな

く始った伝統行事｡ 商店や地域住民､ 小学校

児童らの作品が各商店に並んだ｡ ことしは大

分国体や北京オリンピックのキャラクター､

子年にちなんだ作品が目立った｡ 段ボールや

ペットボトルなどを材料に､ 工夫を重ねた作

品が訪れる人の目を楽しませた (以下略)｡
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参考までに紹介すると､ 小川商店街では戦前

まで八幡社 (旧郷社) の夏祭りに囃し手を載せ

たダンジリ (山車) を引いていたが､ 戦後は七

夕祭りと夏祭りの見立て細工のコンクールを続

けている｡�玖珠町塚脇地蔵講の見立て細工
森藩久留嶋陣屋の城下町であった森町には地

蔵講の際に見立て細工が行われていた｡ しかし､

明治十六年(1883)に大火災に見舞われ､ その後

は見立て細工を再興できぬまま推移していたが､

玖珠川を距てた塚脇商店街の地蔵講において､

見立て細工の行事が継承され､ 今日に至ってい

る｡ 昭和六十三年(1988)八月二十四日の地蔵講

で､ 百年祭を催しているが､ 塚脇商店街では明

治二十一年(1888)の地蔵講から見立て細工が始

まったと言い伝えられている｡ 別府浜脇の見立

て細工の技法を学んだ形跡は認められないが､

｢見立て｣ のアイデア(発想)は共通している｡

本稿は､ 塚脇地蔵講の見立て細工について紹

介するのが目的ではないので､ 現今の状況を平

成二十四年(2012)九月一日の大分合同新聞の記

事を借用してみることにした｡

(前略) 地区内の自治区や幼稚園､ 小学校が

作った13の見立て細工が通りを彩り､ 多くの

家族連れらでにぎわった｡ 見立て細工は人気

のアニメキャラクターや動物をテーマにした

ものなどさまざま｡ ロンドンオリンピックを

題材にした作品もみられた｡

以上のように､ 大分市長浜と国東市安岐町の

見立て細工は､ 別府市浜脇の見立て細工からの

直接的な系譜が伺えるのに対して､ 玖珠町塚脇

の見立て細工は､ もとは玖珠川を距てた森町で

行われていた行事が継承され現在に至っている

可能性が高いと考えられる｡

塚脇地蔵講の見立て細工(山路踊り)

背景に森藩主の家紋が描かれている

【参考資料】

｢大分市内の見立て細工｣

見立て細工は見世物の一種で､ 江戸時代の三

都 (江戸・京都・大阪) の人々が集まる盛り場

で出現した｡ 大阪では幕末期に道頓堀の近くの

難波新地で手品・軽業などと並んで ｢生人形｣

｢見立細工｣ ｢陶器細工｣ などの作り物 (細工物)

が好評であった｡ 竹を編んで人物・鳥獣などの

姿を作り､ 上に紙などを被せて彩色した ｢籠細

工｣ が文化年間 (1804‐1844) から盛んとなり､

文政期から天保年間 (1830‐1844) まで江戸や

大坂の籠細工職人が活躍したが､ 幕末期には他

の見世物にその芸を奪われている｡ (『幕末明治

見世物事典』 吉川弘文館・平成24年)

見立て細工は江戸時代には ｢作り物｣ ｢拵
こしら

え物｣

と呼ばれていたが､ 大分の府内藩の記録 (｢府内

藩日記｣ 文政八年二月二十三日) に ｢見立細工｣

の用語が使われているので紹介しておきたい｡

一 若宮八幡宮御幸ニ付､ 是迄の通為賑御座

候間､ 氏子中より坊ヶ小路於河原､ 有合

の品を以､ 見立細工奉納仕度由申候間､

此段宜被申上可被下候 (松末､ 府内庄屋

より願出)

上記のように ｢見立て細工｣ は ｢有合
ありあわせ

の品｣

で作っていたが､ 材料名と作品名が記されてい

ないので､ 詳細は不明である｡ しかし､ 坊ヶ小
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路河原は御神輿の御旅所であるから､ 群衆を惹

き付ける細工物が毎年作られていたと思われる｡

当時にあっては歌舞伎芝居を模した ｢生人形｣

や神仏像､ 動物や植物の精巧な見立細工が好ま

れたに違いない｡

祭礼の時の作り物については 『大分市史上巻』

(昭和三十年刊) に次のように記してある｡

勢家の住吉宮においては早くから始まって

いたが､ 荻原の天神宮においては､ 享和二年

(1802)六月二十六日､ 作り物小屋二軒を立て､

下記の作り物が立てられた

一 天網島 (茶屋の段) 中東町・下東町

一 壇浦兜軍記 田町・丁畑

また天保十二年 (1841) 七月二十日､ 萩原

村庄屋園田伴左衛門より､ 来る二十五日天神

宮祭礼の社内造物小屋の造り物として､ 新町

東西より ｢祇園祭礼信仰記四段目｣ と届けて

いる例もある｡

住吉神社の見立て細工について 『大分市史・

下巻』 (昭和三十一年刊) には次のように記し

てあるので引用しておく｡

この ｢船祭｣ の時には､ (住吉神社の) 境

内では作り物が氏子の各町や商人仲間から奉

納され､ また社地の内外には露店が立並んで､

多数の参詣人で賑わった｡ 正徳二年 (1712)

六月晦日の祭礼に例をとると､ (中略) ｢作り

物｣ には､ 魚町から奉納した ｢えびす人形｣

や堀川町の ｢大友眞鳥人形｣､ 粗物仲間の

｢水茶屋人形｣ 等があって､ ｢人立｣ (参詣人)

は壱萬程であった (府内藩日記)

また､ 同市史の上巻､ 民俗志 (第五章 祭と

信仰) には次のように記してある｡

七月十八､ 十九日は春日神社､ 廿一､ 廿二

日は王子神社､ 廿四､ 廿五日は天神さま (西

新町) の夏祭である｡ 春日神社､ 住吉神社の

祭にも各町が見立て細工を作ってその美を競っ

たものであるが､ 天神さまのお祭にもそれが

出来て人足
ひとあし

をひいた｡ 境内の裏側の小屋に､

芝居の有名な外
げ

題
だい

の中の一景を等身大の人形

であらわした見立細工が出来､ 附近の町々の

老舗もこれにならって客足を止めたという｡

廿七日をヨド (宵宮) として廿八日は住吉さ

まの祭である｡ (中略) 廿八日の夕方､ 神輿

は船頭町の川口という豆腐屋の門口附近から

乗船して新川の沖をまわり､ お帰りには今の

勧業銀行の附近 ｢船場の鼻｣ でおあがりになっ

た｡ やはり浜町のカイサシが櫂
かい

を肩に担って

参集して､ 御霊移し､ 御霊納めに奉仕し､ 海

上渡御にも従った｡ (中略) 神輿の ｢おまわ

り｣ は夜半の二､ 三時頃まで続き､ 市内は大

賑いであった｡ お宮の境内を始め船頭町・魚

町・京町等にも見立細工ができ､ 等身大の幾

つかの人形が描き出す芝居の一景が多数の見

物人を集めたという (後略)｡

西新町の天神さま (天満社) の夏祭りは前述

のとおりであったが､ 大分新聞の記事に見立て

細工の記事が掲載されているのを引用させてい

ただくことにした｡ (『大分市伝統文化調査報告

書・８ 上野丘碩田地区』 大分市教育委員会・

平成二十四年刊より)

大正八年七月二十四日の ｢天満社神幸祭

非常な賑わい 町内見立細工大いに興を呼ぶ｣､

大正十四年七月二十六日の ｢大賑い天神祭り｣､

昭和五年七月二十五日の ｢数十ヶ所に見事な

見立細工大分名物の天神祭賑やかに執行さる｣､

昭和八年七月二十五日の ｢天満社祭典 神輿

巡行 第二日も賑わう｣､ 昭和十一年七月二

十五日の ｢西新町の天神祭｣ などの記事が見

立細工について觸れており､ その中には見立

細工の題目を詳細に記したものもある｡ とこ

ろが､ 戦時中の昭和十八年七月二十六日の
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｢西新町天満社｣ という記事には神輿の巡行

については記しているが､ 見立細工について

は一言もない｡ 戦後になると､ 見立細工の記

事はまったくないようである｡

※私の調査でも西新町天満社の見立て細工は

戦争中に廃止されている｡

萩原天満社境内の作り物 (平成24年)

｢玖珠町森町の見立て細工｣

消えた ｢作り物｣ の例を､ 森町の地蔵講で紹

介してみよう｡ ( 『玖珠町史・下巻』 (平成十三

年刊) 小玉洋美執筆より)

森町の本町通りは上町・中町・下町から成っ

ているが､ 明治二十三年の大火災前は呉服屋

が七軒もあって賑わっていた｡ 旧七月二十四

日・二十五日の地蔵講には､ 各組が見立て細

工を飾って､ 見物人を集めていた｡ 塚脇の商

店街が発達する以前は､ 森町の地蔵講の方が

盛んであったのである｡ 明治十四年に書き起

こされた玖珠郡森村旭谷の記録 ｢秋葉・地蔵

両講座会順番帳｣ の前書きによると､ 旭谷

の地蔵講は天明二年(1782)に始まり､ 安政六

年(1859)に始まった秋葉講を明治五年(1872)

に合併した｡ 旧七月二十四日の地蔵講の祭り

には､ 作物 (見立細工) を出して賑わってい

たが､ 政府の神仏分離・神社合祀の方針を受

けて地蔵尊を大乗寺へ移した｡ 明治十四年に

なって､ 地蔵講と秋葉講の祭日を七月二十四

日に統一し､ 先年大乗寺より旧のお堂に還し

てあった地蔵尊の堂内に､ 作物 (見立細工)

を飾ったら､ 参詣人が集まって大賑わいであっ

たと記す｡ 原文は次のとおりで､ 明治十四年

に記帳を始めた溝口某の筆記である｡

(前略) 講ヲ発起ス､ 明治五年ニ至リ秋葉・

地蔵両講ヲ合併シテ､ 旧九月廿四日ニ座会相

催ス､ 旧七月廿四日ニハ作物等致シ賑々敷祭

典ス､ 明治六年御趣意ニ依リ地蔵尊ヲ大乗寺

内ニ移シ､ 米壱石ヲ御供米ニ寄附ス此年神社

合併ノ御布達二付テ間々誤解ス (中略) 明治

十四年旧七月廿四日溝口康直宅ニテ昨年決議

ノ如ク講座相務､ 祭典致候､ 尤大乗寺ヨリ地

蔵尊ヲ旧堂ニ先年迎ヘ有之ニ付､ 同方ニ作物

等致シ参詣人群集□□大ニ賑合候事 (以下略)

さて､ 見立細工 (作物) が明治五年に行わ

れていたことは､ 右の記録から確かであるが､

同帳の明治二十六年の座前中野貞敬の記録に､

｢従来の習慣トシテ見立細工相催来候処､ 本

年ハ国姓翁和藤内こむつ鴫蛤争ヲ見ルノ段｣

｢細工物・一､ 大釜弐個を合わせ蛤となす

一､ 木鋏・鎗・鍬ヤゲン等の金物を以て鴫と

す 一､ 衣 常
(ママ)

人形弐個｣ ｢以後見立細工ハこ

の帳簿に記載し､ 後年の参考とす｣ 以上の記

述があり､ 明治二十七年以後の見立細工の題

目と材料が記されている｡ 作物の題目をみる

と､ 歌舞伎芝居や人形浄瑠璃の名場面､ 日清

戦争と日露戦争の年には時局に関する見立細

工が､ 日用品や農作物を利用して作られてい

るが､ このような傾向は現在行われている塚

脇地蔵講の見立細工に引き継がれているよう

である｡

森町の旭谷地蔵講は､ 明治四十三年に見立

て細工を廃止している｡ すなわち前記の ｢両

講座会順番帳｣ の明治四十三年 (1910) の座

前の記録に (前略) ｢一､ 右ノ次第及ビ近年

ハ当組モ少数ト相成リ､ 作物見合ハセノ事ニ
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決シ候也｣ とある｡ 旭谷組が見立細工を作る

のを見合わせるように決めた理由は､ 講員の

減少に因るのであるが､ 本町筋は明治十六年

(1883) の大火と明治二十六年 (1893) の大

洪水による被災によって見立て細工を飾る店

舗が消えてしまったようである｡

一方では､ 玖珠川を距てた塚脇地区の商店

街で見立て細工が始まったのは明治二十一年

(1887)からと言われ､ 現在も続けられている｡

日露戦争当時の作物見立細工の記録

｢国東市国東町鶴川商店街の見立て細工｣

昭和五十三年 (1978) の 『興導寺誌』 (国東

町興導寺公民館発行) に次のような記事が載っ

ている｡ しかし､ 商店街の衰退に押されて､ 現

在は催されていない｡

鶴川下の台に､ 今在家村の氏神である事代

主社がある｡ 俗に ｢おえびす様｣ と尊敬され､

鶴川村の時代から広く親しまれて､ お詣りに

来る人が多い｡

この宮の祭事に ｢見立細工｣ という名物が

ある｡ 素朴なものながら､ 安永の昔に発祥し

ているという｡ 戦争の頃でも､ このお祭り行

事丈は止めきれぬとして､ 継続し､ 今日では

鶴川の大きい呼物の一つとなっている｡

旧の八月一日つまり八朔の日 (当年は九月

十一､ 十二､ 十三日) から三日間､ 興導寺商

店街は異様な人出である｡ テーマは各小班ご

とに独自の起案をして､ 八､ 九人の此の道の

達者ものが腕を撫す｡ それで年々古趣味的な

ものから､ 芸術味のあるものに､ クラシック

なものと近代感覚に訴えるもの｡ 時談に王選

手を出したり､ ロッキードに心をはずませる

諷示的なもの､ また罪のない童話の世界やら

猛獣を写し､ 最近では恐竜､ さては宇宙にま

で手を伸ばすに至っている｡ 創作であって､

猿まねで無いから貴重なものである｡ 宇佐､

日出あたりから参考のために､ その道の人が

視察に来る現況である｡

展示件数は七十以上は毎年出来るが､ 最終

日に審査を施し､ 賞金なるものがあるそうだ｡

｢佐伯市船頭町の見立細工｣

七月二十五日の住吉神社の夏祭りに､ 船頭町

の商店が見立て細工を飾っていた｡ 昭和五十年

代の記録で､ いつ頃廃されたか不明｡

｢久住町の見立細工｣

竹田市久住町の久住神社の夏祭りに､ ４地区

から４台の見立て細工を載せた飾り山車を出し､

町内を引き廻している｡ 現在も続けられている｡
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｢造物趣向種について｣

外山健一 (別府市文化財保護審議会委員)

見立細工の種本 『造物趣向種』 弐編下 (安政

七年：1860) の版本を浜脇の旅籠土佐屋を経営､

元第５代浜脇町長 (明治三十七年十月十九日～

明治三十九年三月三十一日) 故浜崎丑治 (本名＝

直則) が永年保有していた｡

その後､ 浜脇の阿部京酒店・店主故阿部今平

が譲り受けたものである｡

『造物趣向種』 は､

当時の狂歌師らの手に

よって発刊されたが､

その出来を称賛する狂

歌を添えて掲載したも

のである｡

また､ 実際の作り方

に関する記述が見られ

ることから､ このこと

は単に見て楽しむだけ

の本ではなく､ 見た人に造り物を作る機会を与

えている種本である｡

『造物趣向種』 天明七年刊 (鶴編) (亀編)

『四季造物趣向種』 天保八年刊 (乾上) (坤

下)

『造物趣向種』 安政七年刊 (一編) (二編)

以上の３種６冊が現在確認されている｡

なお 『享保以後大阪出版書籍目録』 には次の

ような記述が載っている｡

『造物趣向種』 天明七年刊 (鶴編) (亀編)

画工＝山村屋元作 (天満樽屋町)

版元＝井筒屋伝兵衛 (梶木町)

出願＝天明六年閏十月十八日

許可＝天明六年十二月二十四日

つまり天明六年十二月二十四日許可を得て､

天明七年に発売したことになる｡

さらに 『造物趣向種』 二編 今昔造物誌５冊

『造物趣向種』 三編 造物仕様集５冊

『造物趣向種』 四編 近世造物記５冊

以上の三編は現在所在が確認されておらず､

恐らく発刊に至らなかったものと思われる｡

ここで注目すべきは､ もっとも造物関係の出

版物の担い手は､ すべて上方の狂歌師たちであ

る｡ なぜ江戸の狂歌師たちが造物関係の書物に

関与していないのかは不明であるが､ このこと

は 『造物趣向種』 に掲載されたようなツクリモ

ノが東日本の祭礼の中で一切見られないという

こととなんらかの関係があるのかもしれない｡

『造物趣向種』 弐編下 ｢虎｣

『造物趣向種』 弐編下 ｢草摺引｣

『造物趣向種』 弐編下 ｢二見の浦｣
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｢造物趣向種弐編下の読み下し｣

入江秀利(別府市文化財保護審議会委員)
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